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＜フィリピン・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2020 年 6 月 26 日 

フィリピン想定外の利下げ 
0.5％下げで政策金利 2.25％に 

 

フィリピン中央銀行（BSP）は 25 日、政策金利の翌日物借入金利を 0.50％引下

げ、2.25％にするとした。26 日から適用。今年に入って 4 回目の利下げで、金

利水準は過去最低を更新。 

新型コロナウイルスの影響で停滞する国内経済活動を下支えする。0.5％の下げ

幅は市場で想定されていた幅（0.25％）より大きく、中銀はより厳しい経済見通

しをもっていると推測される。 

政府は、5 月に 2020 年の GDP 成長率を-2.0％～-3.4％へと下方修正している。 

 

 

出所：BSP 
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